




 
 

 浄
化
槽
と
は
、
微
生
物
の
働
き
に
よ

り
排
水
を
浄
化
し
、
河
川
な
ど
に
放
流

す
る
施
設
で
す
。
 

現
在
、
家
庭
で
設
置
さ
れ
て
い
る
浄

化
槽
に
は
、
「
単
独
処
理
浄
化
槽
」
と

「
合
併
処
理
浄
化
槽
」
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
う
ち
「
単
独
処
理
浄
化
槽
」
は
、

し
尿
し
か
処
理
で
き
な
い
た
め
、
生
活

雑
排
水
（
＝
台
所
、
お
風
呂
、
洗
濯
な

ど
の
排
水
）
は
未
処
理
の
ま
ま
河
川
な

ど
に
放
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対

し
て
「
合
併
処
理
浄
化
槽
」
は
生
活
排

水
す
べ
て
（
し
尿
と
生
活
雑
排
水
）
を

処
理
す
る
も
の
で
す
。
 

※
現
在
、
単
独
処
理
浄
化
槽
の
新
規
設

置
は
、
原
則
、
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
 

 

   
河
川
な
ど
の
汚
染
が
社
会
的
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
般
家
庭
か
ら

排
出
さ
れ
る
「
生
活
雑
排
水
」
に
よ
る

汚
れ
が
、
そ
の
大
き
な
原
因
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
 

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
し
尿
と
生
活

雑
排
水
の
す
べ
て
を
浄
化
で
き
る
た
め
、

下
水
道
と
と
も
に
環
境
衛
生
の
保
全
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
 

そ
の
た
め
、
下
水
道
が
普
及
し
て
い

な
い
地
域
の
方
に
は
、
合
併
処
理
浄
化

槽
の
設
置
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
 

   市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
方
で
、
次
の
補
助
対
象
の
要
件
を

満
た
す
場
合
、
設
置
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
 

補
助
対
象
建
物
 

専
用
住
宅
 

補
助
対
象
地
区
 

下
水
道
認
可
区
域
外
お
よ
び
農
業
集
 

落
排
水
処
理
区
域
外
の
地
区
 

補
助
対
象
者
 

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
 

※
右
記
補
助
対
象
に
は
、
例
外
も
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

※
補
助
金
の
申
請
を
す
る
際
に
は
、
前

も
っ
て
補
助
対
象
の
確
認
、
予
約
を

必
ず
し
て
く
だ
さ
い
。
 

補
助
金
額
 



下水道は、家庭や事業所から出る排水を処理場に集めて浄化し、河川に放流するものです。 
　下水道が整備された地域で、くみ取り式トイレを利用している人は、 

3年以内に水洗トイレへ改造することが下水道法に定められています。早期の切り替えにご協力ください。 
下水道への切り替え工事は、土岐市下水道指定工事店（下表）に依頼してください。 

 
下水道使用料金は、水道の使用量に応じて算出します。ただし、井戸水を使用の場合は、算出形態が変わります

ので、お気を付けください。 



 
家が道路より低い土地などにあり、自然流下による公共下水道への接続が不可能な場合は、ポンプを設置してい

ただきます。市ではポンプ設備が必要となる方に、設置費用の一部を補助しています。 
 

 
市では下水道接続の促進のため、改造資金の融資あっせんと利子補給を行っています。 

 
下水道には休止・再開制度があります。長期間(おおむね　2　カ月以上)にわたって下水道を使用されない場合は、
前もって「休止届」を下水道課に提出されますと、水道使用量が　0　m3の場合に、その月の下水道使用料金が無料と
なります。また、使用を再開される場合は、「再開届」を必ず提出してください。 
なお、これらの制度は、届け出制ですので、下水道をまったく使用されなくても、「休止届」が提出されなけれ

ば下水道使用料は掛かります。 
また、下水道に接続されていた建物を壊し、駐車場やさら地などにする場合は、取り付け管を閉栓し、接続する

前と同じ状態にして、雨水や土砂が入らないようにした後、下水道課に「廃止届」を提出してください。その際、
閉栓が確認できる写真の提出をお願いしておりますのでご協力をお願いします。 

 
昨年、下水道管が詰まって汚水があふれ出るという事故

が起きました。それ以降も数回、管が詰まる事故が起きて
います。 
調査の結果、布きれ、ウェットティッシュ、ビニール製

品などが管の中から発見されました。 
水に溶けない物や油類などは、絶対に下水道に流さない

でください。 

詳しくは、下水道課（内線111～117）へどうぞ。 



試験区分・採用予定人員（職務内容）　　　知的障がい
者を対象とした技能労務職・1人（印刷業務、清掃業
務、調理業務、図書整理業務、庁舎維持管理業務など） 
受験資格　　　次のすべての要件を満たす方　u義務
教育を修了し、昭和43年4月2日以降に生まれた方　u

療育手帳の交付を受けている方または平成21年3月
31日までに交付を受ける予定の方　u自力による通
勤ができ、介護者なしに仕事ができる方　u活字印刷
文による筆記試験に対応できる方 
※地方公務員法第16条の各号（成年被後見人など）
のいずれかに該当する方は受験できません。 
試験の日時、場所、方法および合格発表　　　第１次
試験は、10月31日（金）午前8時40分から文化プラザ
で筆記試験、面接試験を実施。第1次試験の合格発表

は、11月中旬（予定）に受験者全員に通知。第2次
試験は、11月下旬（予定）に市内施設などで実技試
験を実施。最終合格者を決定の上、12月上旬（予定）
に通知。来年2月上旬（予定）の健康診断で異常がな
ければ4月1日（予定）で採用を決定します。 
給料　　　おおむね採用時年齢20歳で135,600円、
30歳で149,800円、39歳で161,600円 
※原則として毎年１回定期に昇給します（この数字は
現行の額であり、国などの改正に準じ改正されます）。 
受験の手続き　　　受験申込書（秘書広報課職員係で
交付）に必要事項を記入の上、10月１日から22日（土・
日曜日、祝日を除く）までに同係へ提出してください。 

インフルエンザ予防の基本は予防接種ですが、予防
接種を受ける法律上の義務はありません。 
土岐市に住民票があり、次の①、②に該当する方で、

自らの意思と責任でインフルエンザ予防接種を希望さ
れる場合は、次の通り接種を受けることができます。 
対象者　　u①接種日に満65歳以上の方　u②接種
日に満60歳以上65歳未満の方で、心臓・じん臓・呼
吸器の機能障害またはヒト免疫不全ウイルスによる免
疫の機能障害により、自己身辺の日常生活活動が極度
に制限される方（おおむね、身体障害者手帳1級程度
の障害を有する方）【対象となるかどうか分からない
場合は、主治医にご相談ください。】 
対象となる場合は、医師の診断書または情報提供書

（有料）が必要となります。ただし、心臓・じん臓・
呼吸器またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能
障害で、身体障害者手帳1級の交付を受けている方お
よび、人工ペースメーカーを装着した方は、不要です
（当該手帳の交付を受けている方は、その手帳を医療
機関へお持ちください）。 
接種方法　　u接種回数＝１回　u接種期間＝11月1日
（土）～平成21年1月31日（土）　u接種料金＝1,500円 

※生活保護法による保護を受けている方は、免除され
ます。接種時に証明書（福祉課で交付）を医療機関
へ必ず提出してください。 
※接種当日は、土岐市の住民であることが確認できる
もの（保険証、運転免許証など）を医療機関へご提
示ください。 
※インフルエンザ予防接種を希望される方は、下記一
覧表から医療機関を選び直接医療機関へ予約の上、
接種してください。 
注意点　　u予防接種後、副反応として、注射の跡が、
赤みを帯びたり、腫れたり、痛んだりすることもあり
ます。また、わずかながら熱が出たり、寒気、頭痛、
全身のだるさなどがみられることもありますが、いず
れも2～3日のうちに治ります。ごくまれに、ショッ
クやじんましん、呼吸困難となることもあります。体
調に変化があった場合は、早めに医療機関で受診しま
しょう。　uインフルエンザの予防接種後健康被害が
生じ、厚生労働大臣が予防接種と因果関係があると認
めた場合、健康被害に対する給付が行われます。 

※瑞浪市の一部医療機関でも接種可能です。 

詳しくは、秘書広報課職員係（内線207）へどうぞ。 

詳しくは、保健センター（　○55　2010）へどうぞ。 1



【保険料の軽減措置の拡大】 
●均等割額が7割軽減の世帯の方 
　⇒8.5割軽減になりました 
●所得割額を負担する方のうち、基礎控除後の総所得
金額などが58万円以下の方 

　⇒所得割額が5割軽減されました 
※従来7割軽減の世帯のうち、8月まで年金からの天
引きで保険料を納めている方は、10月から保険料の
納付がありません。また、7月から納付書で納めてい
る方で該当する方にも同様の軽減措置がなされます。 
※対象となる方には、8月15日付けで保険料納入決
定（変更）通知書をお送りしています。改めて手続き
をしていただく必要はありません。 
【保険料の納付方法の変更】 
●年金からの天引きで保険料を納める方のうち、次の
いずれかの要件を満たす方は、保険料の納付を年金
天引きから口座振り替えに変更することができます。
ご希望の方は、市役所または各支所の窓口へお申し
出ください。 

①長寿医療制度加入前の直近の２年間で、国民健康保
険料を滞りなく納めていた方が、本人の口座振り替
えで納付する場合 

②年金収入が180万円未満の方で、本人に代わって
世帯主または配偶者の口座振り替えで納付する場合 

※世帯主または配偶者の口座振り替えによる納付を選
択した場合、所得税・市民税の社会保険料控除により、
世帯の税負担が軽減される場合があります。 
 
 
 
保険料を納付書で納めている方で口座振り替えを希
望される方は、最寄りの金融機関または市役所窓口へ
お申し込みください。【今まで国民健康保険料を口座
振替で納付していた方も改めて手続きが必要です】 
※手続きに必要なもの･･･保険料の納付書・預金通帳・
通帳の届け出印 
 
 
 
長寿医療保険に加入している方に、制度の内容につ
いて理解を深め、安心して医療の提供を受けていただ
くため、下記の日程で相談会を開催いたします。 
 
 
 
 
市役所市民課窓口でも相談に応じます。お気軽にご
相談ください。 

だ
て
 

■
特
別
展
「
花
ノ
木
窯
と
小
山
冨
士
夫
展
」
 

■
美
濃
焼
伝
統
工
芸
品
謝
恩
抽
選
頒
布
会
（
事
前
に
応
募
が
必
要
）
 

25
日（
土
）・
午
後
2
時
〜
　
※
抽
選
に
よ
り
、
7
千
円
で
頒
布
 

■
美
濃
焼
伝
統
工
芸
品
謝
恩
均
一
頒
布
会
 

26
日（
日
）・
午
前
9
時
〜
　
※
1
万
円
・
2
万
円
・
3
万
円
で
頒
布
 

■
青
年
部
「
窯
蔵
市
」
　
※
1
千
円
〜
1
万
円
の
お
値
打
ち
な
工
芸
品
 

■
美
濃
焼
伝
統
工
芸
品
・
窯
元
即
売
コ
ー
ナ
ー
　
※
全
品
2
割
引
 

■
「
匠
の
技
」
実
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

■
物
産
展
　
※
焼
津
市
や
県
内
の
物
産
の
販
売
 

■
伝
統
工
芸
品
交
流
展
　
※
「
伊
勢
型
紙
」
の
展
示
販
売
な
ど
 

■
野
点
茶
会
　
■
伝
統
工
芸
品
・
大
窯
元
市
 

土
岐
市
駅
北
ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
、
便
利
な
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。
運
行
時
間
な
ど
詳
し
く
は
、ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

◆
団
地
内
各
商
社
の
蔵
出
し
市
　
◆
陶
芸
作
家
作
品
の
展
示
即
売
 

◆
ロ
ク
ロ
体
験
　
◆
秋
の
味
覚
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
 

※
美
濃
焼
伝
統
産
業
会
館
と
会
場
を
無
料
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、土
岐
美
濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー（
　
○55　
1
3
2
2
）へ
ど
う
ぞ
。
 

詳
し
く
は
、美
濃
焼
伝
統
工
芸
品
ま
つ
り
実
行
委
員
会（
1
○55　
5
5
2
7
）へ
。
 

詳しくは、市民課保険年金係（内線135・136）へ
どうぞ 



市
と
市
教
育
委
員
会
で
は
、
11

月
22
日（
土
）に
「
第
35
回
市
民

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
 

セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
前
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
と
し
た
土
岐
川

堤
防
道
路
を
、
さ
わ
や
か
な
秋
風

に
包
ま
れ
な
が
ら
走
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
 

　
　
　
▽
受
け
付
け
＝
午
前
8
時

30
分
〜
9
時
　
▽
開
会
式
＝
午
前

9
時
〜
（
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
）
　

▽
競
技
開
始
＝
午
前
10
時
（
小
雨

決
行
）
 

　
　
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
 

　
　
　
　
1
0
0
円
 

　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
と

各
支
所
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
11
月
7

日（
金
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
 

※
締
め
切
り
後
は
、
受
け
付
け
ま

せ
ん
。
 

　
　
　
　
新
土
岐
川
橋
〜
土
岐
津

橋
間
の
土
岐
川
両
岸
堤
防
道
路
 

　
　
　
▽
ゼ
ッ
ケ
ン
は
当
日
お
渡

し
し
ま
す
。　
▽
中
学
の
部
は
、

各
学
校
一
括
申
し
込
み
と
し
ま
す
。

▽
競
技
中
の
事
故
な
ど
は
参
加
者
 

責
任
と
し
、
主
催
者
は
応
急
手
当
 

の
み
と
し
ま
す
。
 

  ①
一
般
男
子
（
30
歳
未
満
）
6
km
 

②
高
校
男
子
　
　
　
　
　
　
6
km
 

③
中
学
男
子
　
　
　
　
　
　
4
km
 

④
中
学
女
子
　
　
　
　
　
　
2
km
 

⑤
小
学
男
子
（
5
・
6
年
）
2
km
 

⑥
小
学
男
子
（
3
・
4
年
）
2
km
 

⑦
小
学
女
子
（
5
・
6
年
）
2
km
 

⑧
小
学
女
子
（
3
・
4
年
）
2
km
 

⑨
壮
年
男
子
（
30
〜
39
歳
）
4
km
 

⑩
壮
年
男
子
（
40
〜
49
歳
）
2
km 

⑪
壮
年
男
子
（
50
〜
59
歳
）
2
km 

⑫
高
齢
男
子
（
60
歳
以
上
）
2
km 

⑬
親
子
（
お
子
さ
ん
は
 

　
　
小
学
２
年
生
以
下
）
1
km
 

⑭
一
般
女
子
　
　
　
　
　
　
2
km

⑮
家
庭
婦
人
　
　
　
　
　
　
2
km

⑯
フ
リ
ー
（
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
 

　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
部
）
2
km
 

★
10
回
、
20
回
ま
た
は
30
回
出
場

の
方
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

走
破
証
な
ど
証
明
で
き
る
も
の
を

添
え
て
、
申
込
日
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
 

詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課（
内
線
2
7
6
）へ
ど
う
ぞ
。
 

詳しくは、児童課または各保育園へどうぞ。 





市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
の

一
環
と
し
て
今
年
度
、
第
2
回
目
と
な
る

男
女
共
同
参
画
推
進
講
座
　

”「
ケ
ー
タ
イ
・

ケ
ー
ホ
ー
！
」
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
っ
て
な
に

？
」“
を
、
8
月
29
日（
金
）午
後
2
時
30

分
か
ら
泉
小
学
校
に
お
い
て
、
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
泉
地
区
3
校
（
泉
・
泉

西
小
学
校
、
泉
中
学
校
）
の
教
職
員
を
対

象
に
、
3
校
連
携
合
同
研
修
会
・
生
徒
指

導
事
例
研
修
部
会
の
中
で
行
い
ま
し
た
。

　
講
師
と
し
て
多
治
見
警
察
署
・
少
年
補

導
職
員
の
佐
々
木
知
絵
さ
ん
を
お
招
き
し
、

①
携
帯
電
話
の
危
険
性
と
そ
の
正
し
い
使

い
方
　
②
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
　
③
デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
と
加
害
者
の
3
点
に
つ

い
て
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は
、
結
婚
・
内
縁
･
事

実
婚
以
外
の
交
際
相
手
に
対
し
て
起
き
る

身
体
的
・
精
神
的
・
性
的
・
経
済
的
な
暴

力
や
行
動
の
規
制
・
監
視
で
あ
る
と
説
明

さ
れ
、
被
害
者
は
自
分
が
被
害
を
受
け
て

い
る
と
い
う
実
感
が
な
い
こ
と
、
ま
た
加

害
者
に
は
自
分
の
交
際
相
手
に
対
し
て
、

暴
力
が
問
題
解
決
の
方
法
と
思
い
込
ん
で

い
る
こ
と
、
加
害
者
が
男
性
の
場
合
は
、

「
男
尊
女
卑
」
の
考
え
方
が
根
底
に
あ
る

こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
 

私
た
ち
大
人
は
、
自
分
の
周
り
に
デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ
の
被
害
に
遭
っ
て
い
る
人
が
い
た

な
ら
ば
、
被
害
者
に
は
話
を
聴
い
て
あ
げ

る
こ
と
、
加
害
者
に
は
自
分
で
気
が
付
く

よ
う
に
導
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
も
、男
女
共
同
参
画
社
会（
＝

す
べ
て
の
人
の
人
権
を
尊
重
し
、
責
任
も

分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、

そ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
）

の
実
現
に
向
け
た
活
動
と
し
て
、
デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
、
自
分
と
自
分
の
周
り
で

被
害
に
遭
っ
て
い
る
人
が
い
な
い
か
確
か

め
て
み
る
こ
と
な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
、
少
し
ず
つ
進
め
て
い
け
た
ら
い
い
で

す
ね
。
 



濃
南
地
区
に
は
、
江
戸
時
代
に
生
活
物

資
の
輸
送
道
路
と
し
て
発
達
し
た
中
馬
街

道
が
通
っ
て
い
ま
す
。
 

本
校
は
、
中
馬
街
道
の
保
全
・
整
備
と

こ
の
地
に
伝
わ
る
文
化
の
伝
承
を
教
育
活

動
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
地
域
と
連
携

し
た
教
育
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
 

 
 

本
校
で
は
、
昭
和
53
年
春
に
、
「
先
人

の
苦
労
や
地
域
の
歴
史
・
文
化
の
素
晴
ら

し
さ
に
触
れ
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
忘
れ
去
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
た
、
中
馬
街
道
の
整
備
を
始
め

ま
し
た
。
 

ま
た
、
平
成
11
年
か
ら
は
、
本
校
生
徒

の
思
い
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
っ
た
地
元
の

老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
も
加
わ
ら
れ
、
い
っ

そ
う
意
義
あ
る
も
の
と
な
り
、
現
在
ま
で

続
い
て
い
ま
す
。
 

 
秋
に
は
、
昔
の

輸
送
体
験
と
伝
統

文
化
の
発
表
を
行

う
「
中
馬
ウ
オ
ー

ク
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
 

全
校
で
木
曽
馬

を
引
き
連
れ
て
中

馬
街
道
を
通
り
、

地
域
の
小
学
校
（
鶴
里
小
・
曽
木
小
）
ま

で
練
り
歩
き
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
生
徒
た
ち
は
総
合
的
な
学
習

の
時
間
に
、
地
域
在
住
の
講
師
の
先
生
か

ら
学
ん
で
き
た
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
 

中
馬
馬
子
唄
踊
り
（
1
年
）・
打
ち
囃

子
（
2
年
）
を
披
露
し
、
陶
芸
作
品
を
展

示
（
3
年
）
し
ま
す
。
 

こ
の
行
事
に
は
、
中
馬
馬
子
唄
保
存
会

や
打
ち
囃
子
保
存
会
の
皆
さ
ん
も
参
加
し

て
、
い
っ
そ
う
盛
り
上
が
っ
た
も
の
に
な

り
ま
す
。
ま
さ
に
、
濃
南
の
地
に
伝
わ
る

文
化
伝
承
の
場
と
な
り
ま
す
。
 

 本
校
で
は
、こ
れ
か
ら
も
学
校
・
家
庭
・

地
域
社
会
が
連
携
し
て
、
郷
土
の
豊
か
な

自
然
や
歴
史
、
伝
統
文
化
に
触
れ
親
し
む

機
会
を
充
実
さ
せ
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着

と
誇
り
を
持
て
る
心
を
育
て
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
 





乳幼児の保護者  
 
市民 
 

　4　カ月健診を受けられ
たお子さんの保護者  
 
 
平成19年　9　月・10月生
まれのお子さん 
 
 
 
 

市民  
 
 

駄知町 
 
下石町・妻木町 
 
 
泉町 
 
 
土岐津町 
 
肥田町 
 
鶴里町・曽木町 
 不眠・ふさぎ込む・怒
りっぽい・認知症など
でお悩みの方 

平成19年10月以前に生
まれた　2　歳未満のお子
さん  
 
 

平成20年　6　月以前に生
まれた　7　歳半未満のお
子さん  
 
 

10月24日（金）  
 
10月27日（月） 
 
 
10月30日（木） 
 
 
 

11月　4　日（火）  
 
 
 
 

10月23日（木）  
 
 

11月　6　日（木） 
 
11月　7　日（金） 
 
11月11日（火） 
 
11月25日（火） 
 
11月18日（火） 
 
11月19日（水） 
 
11月20日（木）  
 
10月28日（火） 

午前10時～11時30分  

午前10時～11時30分 
午後　1　時30分～　3　時  
 
午後　1　時～　3　時30分 
 
 
 

午前10時～11時30分  
 
 
 
午後　1　時15分～　2　時 
 
 
午後　1　時15分～　2　時30分 
 
 
 
 
 
 
 

午前10時～午後　1　時  
 
 
 
 
 
 
 
午後　1　時～　2　時30分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
保健センター 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

駄知公民館 
 
妻木公民館 
 
 
 
保健センター 
 
 
 
肥田公民館 
 
鶴里公民館  
 
東濃保健所 

相談員：保健師・管理栄養士 
みそ汁の塩分測定を希望の
方は、当日朝の、みそ汁を
50ml程お持ちください。  
定　員：20人 
先着10人まで託児可能 
締め切り：10月28日（火） 
定　員：10人 
持ち物：母子健康手帳・筆
記用具、お子さん用のお茶 
内　容：食事、おやつの話
試食　絵本の読み聞かせ 
締め切り：10月31日（金） 

血圧測定 
尿検査など 
 
歯の健診・相談 
歯みがき指導  
 
 
 
 
定　員：20人 
開催日の　1　週間前までに保
健センターへ申し込みくだ
さい。 
持ち物：エプロン・三角巾・

筆記用具 
 
 
 
 
要予約 
東濃保健所（　○23 1111・内
線362）または保健センター 

①麻しん、風しん両方にかかったことがないお子さんは、接種の対象になります。 
②麻しん、風しんのいずれかにかかったことがあるお子さんは、接種の対象になります。 
③麻しん、風しん両方にかかったことがあるお子さんは、接種はできません。 
該当するお子さんは、10月15日（水）までに保健センターへお申し込みください。 

※個別予防接種の申し込みは、保健センターへFAX（○53　0095・送信後の電話確認をお願いします）または市のホームページからお申し込みく
ださい。 

※接種は11月からですが、10月27日（月）以降に申し込みされた医療機関で、接種日時を予約の上、接種してください。 
※接種前には、市が配布した「予防接種と子どもの健康」をよく読み、予診票に必要事項を記載し、母子健康手帳を持ってお出掛けください。 

①平成20年　5　月以前に生まれ　7　歳半未満のお子さんで、　3　種混合予防接種を　3　回接種
したことがなく、今までに申し込みをされていない場合は、10月15日（水）までに
保健センターへお申し込みください。 

②平成20年　6　月生まれのお子さんは、保健センターで実施するＢＣＧ予防接種時に申
し込みの受け付けをします。 

③平成19年10月までに　3　種混合予防接種（初回）を　3　回接種終了されているお子さん
は、追加接種を10月15日（水）までに保健センターへお申し込みください。 

※百日せきと診断されたことがある場合は、保健センターへご相談ください。 

近年、がん、心臓病、脳卒中、糖尿病などの生活習慣病が増加
しており、大きな健康課題となっています。そこで大切となるの
は、病気になる前の予防。日ごろの食生活と運動から、正しい生
活習慣を身に付け、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）
を予防し、健康的な生活を目指しましょう！！ 



毎日の暮らしの中で、国や特殊法人
の仕事について、苦情や要望があると
きは、行政相談をご利用ください。 
皆さんからの相談は、総務大臣が委

嘱した民間のボランティア「行政相談
委員」がお受けします。市では、金山
富士子さん（泉町）と大杉春樹さん（駄
知町）が皆さんの相談に応じます。 
相談は無料で、もちろん秘密は守ら

れます。お気軽にご利用ください。 
●行政相談 

◆日時　毎月第　2　・第　4　水曜日、午後
　1　時～　3　時 
◆場所　市役所　3　階・第　1　会議室 
※岐阜行政評価事務所（　0570-090110）
では、いつでも相談に応じています。 
詳しくは、秘書広報課広報広聴係へ。 
 
 
 
 

◆日時　10月18日（土）午前　9　時30分～
11時 
◆回収場所　市役所・各支所の駐車場
◆回収品　家庭から出た不用食器（陶
磁器製）※ガラス製は対象外です 
詳しくは、土岐織部ライオンズクラ

ブ・宮地さん（　090-2681-3947）へ。 
 
 
 
 
日本赤十字社は、人道、博愛理念に

基づき、世界178カ国の赤十字社と手
をつなぎ、災害や紛争などのため、飢
餓・疫病などで苦しむ人々を国際的に
援護するとともに、国内においても災
害救護をはじめ、奉仕団活動、救急法、
家庭看護法などの普及、医療・血液事
業など、地域に根差した活動を行って
います。これらの赤十字活動は、すべ
て皆さんからの寄付金により行われて
います。本年度も「社資」にご協力い
ただき誠にありがとうございました。 
詳しくは、福祉課へどうぞ。 

現在、市民の皆さんが使用している
市指定ごみ袋の価格が、原油価格の高
騰による原材料の値上がりで、今年度
10月　1　日仕入れ分から変わります。 
収集作業の迅速化、危険防止、ごみ

ステーションの美観保持のため、市指
定ごみ袋のご使用をお願いします。 
※新価格は、10月仕入れ分からのため、
販売店の在庫状況により、値上げ時期
が異なる場合があります。 
●市指定ごみ袋の新しい価格表（消費税込） 
 
 
 
 
 
 
詳しくは、環境センターへどうぞ。 
 
 
 
 

◆日時　10月25日（土）午前　9　時30分～
午後　4　時（最終入場＝午後　3　時30分） 
◆場所　核融合科学研究所（下石町） 
◆内容　　ＮＩＦＳキッズ・エネルギー
科学館　　大型ヘリカル実験装置（Ｌ
ＨＤ）の見学ツアー　　歩行ロボット
工作　　おもしろ科学実験工作　など 
●特別講演会（要事前申し込み） 

◆演題　「宇宙の地球人としての私たち」 
◆講師　毛利衛さん（宇宙飛行士） 
◆入場料　無料 
★当日は、土岐市駅と多治見駅から無
料シャトルバスを運行します。 
詳しくは、核融合科学研究所オープ

ンキャンパス実行委員会（　○58　2222）へ。 

「土岐川を美しくする会」では、残
飯などを集める台所用キッチンストレー
ナーをあっせんしています。 
◆価格　　三角コーナータイプ（ステ
ンレス製）＝1,100円　　インナータ
イプ（ステンレス製）＝600円　　イ
ンナータイプ（銅製）＝1,000円 
◆申し込み　10月31日（金）までに、
電話で環境課へお申し込みください。 
詳しくは、環境課へどうぞ。 
 
 
 
 
◆日時　10月19日（日）午後　1　時30分～
　4　時30分 
◆場所　多治見市笠原中央公民館 
◆座長　舟橋啓臣医師（県立多治見病
院院長） 
◆シンポジスト　森口祐子氏（プロゴ
ルファー）　ほか　4　人　 
◆参加費　無料 
◆締め切り　10月14日（火） 
申し込みなど詳しくは、東濃保健所
健康増進課（　○23　1111・内線362）へ。 
 
 
 
 
 
 
市では、来年　2　月に社会福祉、保健

衛生、教育文化、消防、経済などの分
野で功労のあった方を表彰します。 
次の事項について、表彰にふさわし
い方をご存じの方は、10月31日（金）ま
でに、秘書広報課秘書係へご連絡くだ
さい。 
①市内の同一事業所に30年以上勤務し、
勤務状況が良好な方（工業・商業組合
などに加入している事業所へ勤務して
いる方は、組合へ申し出てください） 
②10年以上にわたって各種ボランティ
ア活動を続けている方 
詳しくは、秘書広報課秘書係へ。 



出会いを求める男女のふれあいパー
ティーの参加者を募集します。 
◆日時　11月23日（日）午後　1　時～　4　
時 
◆場所　ウエルフェア土岐 
◆資格　20歳以上の男女 
◆定員　各30人（応募者多数時は、抽
選） 
◆内容　お話しをしながらの触れ合い
交流（軽食あり） 
◆参加費　男性1,500円、女性1,000円
（後日振り込み案内） 
◆応募方法　ＦＡＸ（○55　6310）または官
製はがきに、　住所　氏名（フリガナ）
　年齢　性別　職業　電話番号　趣味
を記入の上、生涯学習課ふれあいパー
ティー担当（〒509-5192　土岐津町土
岐口2101）へお申し込みください。 
◆締め切り　10月24日（金） 
詳しくは、市青年団体協議会・土本
ゆみさん（　○55　1903）または生涯学習
課（内線272）へどうぞ。 
 
 
 
 
ぎふ清流国体を盛り上げるため、明
るくて覚えやすいダンスソング（歌詞
付きの曲）を募集しています。 
◆応募資格　著作権管理事業者に管理
を委託していないアマチュアの方 
◆応募作品　未発表のもので、応募者
本人のオリジナル楽曲（何点でも可） 
◆応募方法　楽曲（歌入り）を録音し
たＣＤ－Ｒ、ＭＤまたはテープと題名
と歌詞を記載したメロディー譜を郵送
または持参してください。 
◆賞　最優秀賞（　1　点）＝賞金30万円・
賞状 
◆締め切り　10月31日（金）※消印有効 
◆応募先　県ぎふ清流国体推進局（〒
500-8570　岐阜市薮田南2-1-1） 
詳しくは、県ぎふ清流国体推進局
（　058-272-1111・内線2915）へどう
ぞ。 

◆日時　11月　1　日（土）午前　8　時30分～
正午 
◆場所　総合活動センター陸上競技場 
◆コース　陸上競技場をスタート・ゴー
ルとする林間コース（約　5　km） 
◆対象　市内在住・在勤の方 
◆定員　200人（先着順） 
◆参加費　200円 
◆締め切り　10月20日（月） 
申し込みなど詳しくは、スポーツ振

興課へどうぞ。 
 
 
 
 

◆日時　11月　8　日（土）午前　9　時30分～
正午　※雨天決行 
◆場所　セラミックパークＭＩＮＯ 
◆内容　リサイクル陶土を利用した作
陶体験 
◆定員　20人（応募者多数時は、抽選。
小学校　3　年生以下の方は、保護者同伴
でご参加ください） 
◆参加費　1,000円（中学生以下は、
800円） 
◆締め切り　10月20日（月） 
申し込みなど詳しくは、東濃振興局

環境課（　○23　1111・内線216）へ。 
 
 
 
 

◆日時　10月21日（火）・28日（火）、
11月12日（水）・18日（火）、12月　2　日（火）、
午後　1　時30分～　3　時30分（全　5　回） 
◆場所　東濃西部総合庁舎　※11月12
日のみ土岐市保健センター 
◆対象　ボランティア活動に関心のあ
るおおむね20歳から60歳の健康な方 
◆定員　10人程度（先着順） 
◆受講費　無料 
◆締め切り　10月10日（金） 
申し込み・内容など詳しくは、東濃

保健所健康増進課（　○23　1111・内線361）
へどうぞ。 

◆採用予定人員　若干名 
◆勤務場所　老人保健施設やすらぎ 
◆受験資格　昭和49年　4　月　2　日以降に
生まれた方で、ホームヘルパー　2　級以
上の資格所有者 
※地方公務員法第16条の各号（成年被
後見人など）のいずれかに該当する方
は、受験できません。 
◆試験の日時、場所、方法および採用

決定　11月27日（木）午前　8　時50分から、
市立総合病院で教養試験および面接試
験を実施します。合格者を決定の上、
　1　月上旬（予定）に受験者全員に通知
し、健康診断で異常がなければ　4　月　1　
日（予定）で採用を決定します。 
◆給料　おおむね採用時年齢22歳で14
万100円、30歳で14万9800円 
※原則として、毎年　1　回定期に昇給し
ます（この数字は現行の額であり、国
などの改正に準じ改正されます）。 
◆受験の手続き　受験申込書（市立総
合病院総務課で交付）に必要事項を記
入の上、10月　1　日から31日（土・日曜
日、祝日を除く）までに、同課へ提出
してください。 
詳しくは、市立総合病院総務課（　
○55　2111・内線2860）へどうぞ。 




